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６年生の技の動画（前転、後転、開脚後転、側転）を見た子供たちは、自分も大きく、滑らかに、速く動けるなど、かっこよく動

けるようになりたいと思いを高め、一人一人がかっこよくしたい技を選び、ゴールを設定しました。選んだ技をかっこよくするため

に、どのポイントから取り組めばよいか試したり友達と確認したりしながら、課題を設定する方法が身に付くようにしました。

おへそを見て滑らかに転がろう 足を伸ばして大きな側転にしよう

【見通し】 【行動】 【振り返り】

初めに、自 自分のゴール追求シートを使

分の課題を意 って、本時の取組を振り返りま

識するため、 した。できるようになったポイ

ポイントが書 ントに丸を書き足したり、自分

かれたボード のゴールに近付くために必要な

に名前磁石を ポイントを新たに見付けたりし

貼りました。そして、手や足の着く位置や向きの目印、 ました。また、課題解決につな

おへそを見るためのゴムベルト、傾斜のある場など、課 がった取組方も記述していまし

まず、自分のゴール追求シートに 題に応じて練習の場を選んで取り組みました。その際、 た。最後に、全体でできたこと

書いている選んだ技（ゴール）を確 友達に自分の課題を伝えて見てもらったり、動画に撮っ を共有することで、本時の学び

認しました。次に、前時の振り返り て手本の６年生と比べたりして、よりかっこよく動ける をより明確

で確認したゴールに近づくために取 ように、何 にし、次に

り組むポイントを選び、それを本時 度も挑戦し したいこと

の課題として設定しました。その後、 ていきまし を見いだし

活動の時間を共有しました。 た。 ました。

○場の設定などの工夫によって、子供たちが自分のゴールに向けて主体的に課題を解決しようとしていく姿が見られた。

成果と ▲ポイントが書かれたボードを手掛かりにして、友達同士で見合ったり声をかけ合ったりする姿は見られたが、できばえ

課題 について正しく伝えられていないところもあった。動きを見る際の視点やその目印の工夫がさらに必要であった。また、

動画で確認してから解決したポイントに丸を書くなどの工夫も考えられた。


